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各種昆布の「ベ V トーザ V」及 r..itチール、ベ＇：，／ l-ーザ YJ

の含量に就て

鈴木寧

-ON THE AMOUNT OF PENTOSAN.AND METHYL-

PENTOSAN IN LAMINARIACEJE. 

BY 

Y. SUZUKI, 

(From the Chemical Labora伽 yof the Sapporo Agricultural College.) 

1・ー

第ー、緒輔、

rペシトーザン」及「メチー JV、ぺシトーザシ』は互に相伴 ）－ て植物

界 lt 庚〈存在するもの在るべきは＇！）＊~トヲー及トーレシス雨氏

(WIDTSOE u. TOLLENS-Berlin, Ber. D. chem. Ges. 33・（1卵o)p. 143）の

梼究並び院大畠及トーレシ：弐南氏（OSHIMAu. TOLLENS-Berlin, Ber. 

D. chem. Ges. 34・（1901)pp. 1425-1426.）の按出に掛る rメチー JV.フ /V7 

’四 JV1ft劃する「スペクト Y』反臓の膳用によれ愈々明在るに至れ
b、而して従来の「ぺ Y トーザン』の定量怯に依 bては「ペシトーザシJ

を杢〈『メヂ戸 J-V、ぺ νトーザシ』よ !J~ 離する能は遣るの換貼あ b 。

故に其定量在るものは不確賓なるを兎れまると共氏、叉『メチ－ JV，ぺ

シトーずシ』を定量し得ベき方誌なか bし、然る氏本年比至 bエレヲ

ト及トーレシス爾氏（ELLETTu. TOLLENS-Berlin, Ber. D. chem. Ges. 

38. (1905) PP・492-499・1は rペシトーザン』と「メチー JV、ペントーザシlと
[T百i,ns.Sapporo Nat, Hist, Soc., vol. I. 1905.] 
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を杢〈分離し各ベト別に定量し得ぺき方法を去にせれ然 bと雄も日

向ほ浅く末7さ之を路用し、各種の植物に就て試験するに至らず、従

τ植物中 lこ於ける「メチーノV、ぺントーザシJの合量に関する吾人の

智識は極めて狭猛攻 hとすO

見布科植物中に「メチー JV、ペシトーザシJの存在すべきは明にし

て大島氏（北海道水産調査報告第三競二O二一二0三頁）は昆布の加

水舟解物同中氏「フーョーゼ」（Fucose）の存在すぺ 3事を云へ b究て乏ユ

ー予ル及トーレシス雨氏（MUTHERu. TOLLENS-Berlin, Ber. D. chem. 

Ges. 37 (1904) p・306）も亦昆布の一種 （Laminariadigitata）の加水分解

， 物 lζ就℃研究し、其内に「フーヨーゼ」及葡萄糖の存在を確めた b、余

（札幌農皐校卒業論文一明治三十八年六月）は本年大島敬授指導の下

にとろ、乙んよの成分氏関する研究を行日其加水分解物中 Rrフー

コ－ -1:tJ及葡萄糖の存在を詮明するを得た b0 

今誌にエレット及トーレシス雨氏（引照前出）の法に従以て各種

昆布の「ペントーザシ」及「メチー JV、ペシト四ザン」を定量せる成績を

報告せんとすO

第＝、 供試品、

供試品は先年大島教授が北海道産各種昆布の成分を試験せる

際 lと用ゐしものにして北海道曝水産課に於℃採集せるものな b。
第三、 試験方法、

粉砕せる試料二兎を取 b「フラスコj』こ入れ之に比重一・0六まる

盤酸－ 00立方糎を加へて蒸溜し各十牙聞に蒸溜液三 O立方糎を

得ると共に更に三O立方糎の盟酸を注入し絶えず蒸溜し其蒸溜液

に就て「フ Jν フローノ•VJ及「メチー JV 、 7JV7u-;v」の存在を認めぎるに

至 bて止む。

「アノV アローノVJの存在は酷酸アユ 9ンを以て之を検し「メテ由JV、

フノV フロー JV.Iの存在は大島及トーレシス雨氏（引照前出）の『スペクト

/VJ反臆（蒸溜液の五立方糎を取 b之に小許の「フロ、グノV チシJの盟酸
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溶液と等量の強瞳酸を加へて五分間静置し生ずるとと右の「7 /V 7 

官－ /V、フ官、グ JVチツれの沈澱を穂別し其穂波の吸牧Fスペクト JV」を

検し特有なる黒帯の存否如何を拾す）に因る而して余の試験に於て

は「フ，.，，フロー JVJは十四百万至十四回目蒸溜液（一回は三O立方糎宛）

まで「メチー JV，フy アローノν」は十六回目万至二十四回固まて’存在す

るを認めた b。

斯くして得たる蒸溜液はエルレマ守エル氏「フラスコ」lζ集め「フ

ロ、グ Jν チシ」の盤酸溶液を加入し能〈振蕩し之に盟酸4比重山I品6）を

加へて其惣容量五百立方糎とし翌日まで静置し更に少量の「ア官、

グY チシ」溶液を加入し沈澱の生ずるや否やを検し杢〈沈澱を生ぜ

ぎるに於て諌め乾燥秤量せ！るダーチ氏士官塙を用ゐて鴻過しー00 

万至一五O 立方糎の水を以て洗糠し百度（撞氏＇~t 於て三時間乾燥し

綾秤量す其重量は即ち「アノVアローノ，vJ及「メチー；v：、フノνフロー /V」の「アロ

、グノνチヲド」な b。後其「フロ、グJVチタド」を入れたる晴摘を小怠

る「ピーヵー」~t 入れ之氏九五%の酒精一五立方糎を加入し六0度の

水潜上に於℃約一O舟間温めて綾酒精液を瀦去し夏に之に酒精一

五立方糎を加へ温めて穂去し穂波の杢〈帯色せぎるに至る迄敷田

之を反覆し俊一00度比於℃二時間乾燥秤量す而して酒精に溶解

せるものは「メチ－ JI/• 7 JVフロー JV、フロ、グノV チツド」にして不溶

解怠るものは「ブ /Vフロー JV、y 官、グ JVチツド」な b。

「フロ、グノV チツド」の量よ b「ペシトーザン」若しくは「メチー JV、

ペシトーザシ1&t改算する法式は左の如し。

f 7 JVフロー JVフ官、グ /Vチヅド」よ brペシトーザシ1R改算する方式
＊ 

(Ph÷1.82ー0.0104）× I.88 = Pentosan. 普（Phの量0・こ克以内ノ場合）

(Phは得たるr7y フロー JV、フロ、グノνチヲド』の量）

rメチー JV、7 JVフロー /V.フ官、グノνチツ l.. 1は先づrラムノ－ -1t・1. 』t換

算し更に之氏・入を乗じて「メチー JV、ペシトーザシ」となす。
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(Ph×1.65-Ph.2 1.84+0・010)=Rhamnose

Rhamnose×.8 = Methylpentosan 

(Phは得たるメチー JV、7 /Y 7 ロ－ JV_, 7 ロ、 t7• JVチツドの量）c

第四、 試験成蹟、

前記方法に依 b得nる試験成蹟左の如し、但し集乾物百昼中。
(in 100戸市 ofair-dry substance) 

種 類 Water. Pentosan. Methyl-
pentosan. 

まZんぷ La：悦 i鈍ariajaponz"ca. 10・97 5・73 1.68 

みついし乙Aぶ L. angustata. 9・18 6.22 1.53 

!J I.., ~乙んぶ L. ockotensis. 7・79 6.71 I・46

者が乙んぷ L. longz"sst"ma. 9・43 5・37 I.66 

ほをめ乙んぶ L. religz"osα． 13・26 6.10 1.79 

お乙あし乙んぶ Artkγotkαimnusるi.fidus. 8.32 5・so 1.92 

とろ、乙んぶ、 KJell:悦仰混iellagyrata. 10.00 5・S7 1.97 

－ー
無水物百；＆中民政算せば左の如し。

(in 100 parts of water-free substance) 

種 類 Pentosan. Methylpentosan. 

ま乙んぶ Lαmi：冗αγiαfaponica. 6.42 1.88 

みついし乙んぶ L. angustata. 6.85 1.68 

bしbとんぷ L. ochotensis. 7.27 I・58

まが乙んぶ L. longz'ssi悦α． 5・97 1.83 

ほをめ乙んぷ L. religiosa. 7.03 2.06 

ねとあしとんぷ Arthrothαm鈍：usbi.fidus. 6.oo 2.09 

とろ、乙んぷ KJellmannz"ella gyγata 6.19 2.19 

以上の表に就て見るに供試各種昆布は何れもrペシトーザン」及
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『メチ－ JV.ペシトーザシ』のニ者を共有し其合量は種類民主 b大差在

きが如し而して『ペシドーザシ』は「メチ－ JVペントーザンJの約三倍万

至四倍にしτ之をエレヲト及トーレジス爾氏（引照前出）の研究によ
る気乾フ m クス（Fucus）中の合量『ぺ ν トーザシ』六・三三%『メチーY、

ぺシト四ザシ」三．四六%に比すれば『ペシトーザシ』の量は略同ーなる

も「メチー JV、ペシトーザシ』の量は著しく少さを見る。

格 blt、本暁究中常に親し〈指導せられたる大島敬授に謝意を

表す。


